
路 上 練 習 申 告 書

年 月 日

大 阪 府 公 安 委 員 会 殿

申告者
氏 名

下記のとおり路上練習を行ったので申告する。

練 習 日 時 練 習 場 所 同 乗 指 導 者

年 月 日 氏名 生年月日 昭・平 年 月 日 経験年数

時 分～ 免許種別 免許番号 年 月

時 分 車 両 番 号

年 月 日 氏名 生年月日 昭・平 年 月 日 経験年数

時 分～ 免許種別 免許番号 年 月

時 分 車 両 番 号

年 月 日 氏名 生年月日 昭・平 年 月 日 経験年数

時 分～ 免許種別 免許番号 年 月

時 分 車 両 番 号

年 月 日 氏名 生年月日 昭・平 年 月 日 経験年数

時 分～ 免許種別 免許番号 年 月

時 分 車 両 番 号

年 月 日 氏名 生年月日 昭・平 年 月 日 経験年数

時 分～ 免許種別 免許番号 年 月

時 分 車 両 番 号

備考 次の記載例により記載すること。

なお、路上練習は、裏面の記載事項を守って行うこと。

（記載例）

H19年 6月 10日 氏名 大 阪 太 郎 生年月日 昭・平 ４２年 ４月 ２日 経験年数

門真市

１５時３０分～ 免許種別 大型二種 免許番号 ６ ２ ８ ３ １ ９ ７ ７ ２ １ １ ０ ２４年 ３月

一番町付近

１７時３０分 車 両 番 号 大阪２２ と １２３４



大型仮免許試験合格者の皆さんへ

大型仮免許による路上練習は、大型第二種・大型第一種免許の受験資格として、必ず

行わなければならないものです。

次の要領により、正しい路上練習を行い、その結果を表面に記載して下さい。

１ 路上練習の方法

(1) 同乗指導者の資格は、
○ 大型第一種免許を受けている者で、その免許を受けている期間が

（免許停止期間を除いて）通算３年以上の者

または

○ 大型第二種免許を受けている者とする。

※ いずれも免許停止中の者を除く。

(2) 練習に使用する大型自動車は
○ 大型第一種免許（トラック型）受験の場合

車両総重量が１１，０００ kg以上
又は最大積載量が６，５００ kg以上の自動車、

○ 大型第二種免許（バス型）受験の場合

乗車定員が３０人以上のバス型の自動車とする。

(3) 練習に使用する大型自動車（第一種・第二種とも）には、その前面と後面に
「仮免許練習中」の標識板を表示すること。

標識板（白地に黒文字）は、縦１７ cm以上、横３０ cm以上の大きさで、
地上０．４ｍ以上１．２ｍ以下の見やすい位置に表示すること。

(4) 練習は、５日以上道路において行うこと。（１日おおむね２時間）

２ 練習の場所

練習は、高速自動車国道及び自動車専用道路並びに交通が著しく混雑する等、

路上練習を行うことが適当でないと認められる道路以外の道路で行うこと。

３ 路上練習申告書の有効期限

第一回の練習から３ヶ月以内であること。

４ 練習時の注意事項

交通ルール及び同乗指導者の指示をよく守り、交通違反や交通事故を起こさないよう、

安全運転に努めること。

※ 初回技能試験受験日には、この路上練習申告書を提出して下さい。


